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女

性

の
就

業

と

ラ
イ

フ

コ
ー

ス

ー

専
門
職
女
性
を
対
象

に

〔,
)
1

村
上
あ
か
ね

〈
要
旨

〉

現

代
日
本

の
女

性
を
め
ぐ

る
趨
勢
を
見

る
と
、
女
性

の
人
生
に
お

い
て
職
業
生
活

が

占

め
る
割

合
、

そ
し

て
女
性
自

身
が
職
業
を

通
し

て
社
会

的
地
位
を
獲
得
す

る
機
会
は

増
加
し

て
い
る
よ
う
だ
。

だ

が
、
結
婚

や
出
産

に
よ

っ
て
大
き
く
影
響

さ
れ
る
女
性

の
職
業
生
活
を
、
就
業

の

継
続
を
前

提
と
し

た
男
性
と

同
じ
社
会
的
地
位

達
成

の
枠
組

み
で
捉
え

る
こ
と

に
は
困

難
な
点
が
あ

る
。

そ

こ
で
、
本
稿

で
は
ラ
イ

フ

コ
ー
ス

の
視
点
を
導

入
し
、
専

門
職
女

性
を

対
象
と
し

た

調
査

デ
ー
タ
を
分
析

す
る

こ
と

で
、
女
性

の
職
業

生
活

に
お

い
て
結
婚

や
出
産

が
ど

の
よ
う

に
統
合

さ
れ

て

い
る

の
か

、
就

業
継
続

・
中
断
と

い

っ
た
ラ
イ

フ
コ
ー

ス
の
分

化
は
ど

の
よ
う
な
要
因
と
関
連
し

て
い
る

の
か
を
検
討
し
た
。

そ

の
結
果

、
対
象
者

の
特
性

に
よ

る

一
般

性

の
問
題

が
あ

る
が
、
次

の
知
見

が
得

ら

れ
た
。

①

専
門
職
女
性

は
女
性

一
般

に
比

べ
て
未
婚

率
が
高

い
。
ま

た
、
結
婚
/
出
産
年
齢

が
高
く
、
結
果
と
し

て
平
均
子
供
数
が
少
な

い
。

②

就
業
を
継
続
す
る
女
性
が
約
8
割
存
在
す
る
が
、
そ
の
う
ち
の
半
数
は
結
婚
/
出

産
を
延
期
し
て

(せ
ず
に
)
就
業
を
継
続
し
て
い
る
。

③

本
人
の
従
業
上
の
地
位
が
常
雇

一
般
従
業
者
の
場
合
、
未
婚
で
就
業
を
継
続
す
る

傾
向
が
高
い
。
就
業
を
中
断
し
た
女
性
の
配
偶
者
は
、
管
理
職
で
あ
り
収
入
が
高
い
傾

向
が
あ
る
。
両
親
の
社
会
経
済
的
地
位
と
の
対
象
者
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
の
関
連
は
明

確
で
は
な
い
。

④

母
親
が
有
職
の
場
合
、
娘
が
就
業
を
継
続
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
し
て
、
母
親
が

無
職
で
あ
っ
た
場
合
、
職
業
生
活
に
お
い
て
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
る
と
答
え
た
女
性
に

は
、
就
業
を
継
続
す
る
傾
向
が
あ
る
。

キ

ー
ワ
ー
ド

専

門
職
女
性
、
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
、
社
会
経
済

的
地
位

、
母
親

の
就
業
、

ロ
ー

ル
モ
デ

ル
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問
題
の
所
在

「.

一

女
性
と
社
会
的
地
位
達
成

近
代
社
会
に
お
い
て
、
個
人
の
所

属
階
層
は
、
主
に
職
業
上
の
地
位
に
よ

っ

て
決
定
さ
れ
る
。
個
人
が
能
力
と
意

欲
に
応
じ
て
自
由
に
選
択
し
売
職
業
を
通

し
て
個
人
の
社
会
階
層
が
決
ま
る
と

い
う
原
理
は
、
産
業
が
近
代
化
し
て
い
く

社
会
の
要
請
に
適
合
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
人
び
と
が
さ
ま
ざ
ま

な
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
な
が
ら
職
業
的

達
成
を
す
る
過
程
は
、
ま
さ
に
階
層
が
形

成
さ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
る
。
戦
後

日
本
に
お
け
る
職
業
キ
ャ
リ
ア
は
、
出
身

家
庭
の
社
会
経
済
的
地
位
や
労
働
市

場
の
搆
造
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
な
が
ら
一

三
つ
の
到
達
階
層

(自
営
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
、
自
営
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
、
管
理
職
)

を
め
ざ
し
て
、
社
会
移
動
を
行

い
地
位
を
獲
得
し
て
い
く
、
社
会
的
達
成
の
主

要
な
過
程
と
さ
れ
て
い
る

(原
純
輔

・
盛
山
和
夫

一㊤O
㊤
)。

し
か
し
、
筆
者
は
、
こ
の
職
業
を
通
し
た
地
位
達
成
過
程
は
男
性
に
つ
い
て

あ
て
は
ま
る
も
の
で
あ
り
、
女
性

に
つ
い
て
は
あ
て
は
ま
ぢ
な
い
と
考
え
る
。

女
性
の
地
位
達
成
は
、
本
人
の
職
業

キ
ャ
リ
ア
の
追
求
に
よ
る
直
接
的
な
達
成

よ
り
も
、
結
婚
を
通
し
た
間
接
的
な
達
成
と

い
う
側
面
が
大
き

い

(岩
間
暁
子

一Φ
逡
)。
女
性
の
職
業
生
活
は
結
婚
/
出
産
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
や
す

く
、
た
と
え
結
婚

・
出
産
前
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
職
業
に
つ
い
て
い
た
と
し
て
も
、

結
婚
や
出
産
を
機
に
退
職
し
て
専
業
主
婦
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
子
育
て
終
了

後
に
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
再
就
職
す
る
こ
と
が

一
般
的
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
就
業
の
継
続
を
前
提
と
し
た
男
性
の
地
位
達
成
過
程
を
女
性
に
当
て
は

め
る
こ
と
は
難
し
い
。

082

だ
が
、
少
数
な
が
ら
女
性
自
身

の
就
業
に
よ
る
地
位
達
成
も
あ

っ
た
。
大
正

期
の

「職
業
婦
人
」
た
ち
が
教
員
や
女
医
で
あ

っ
た

(鹿
野
政
直

・
堀
場
清
子

一
〇。。9

0
。。
)
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
を
両
立
さ

せ
な
が
ら
女
性
が
職
業
的
達
成
を
す
る
こ
と
が
可
能
な
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
道
は
、

専
門
的

・
技
術
的
職
業

(以
下
、
専
門
職
と
略
)
に
従
事
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

現
在
で
も
、
専
門
職
は
家
庭
生
活
と
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
女
性
自
身

の
地
位
達

成
を
可
能
に
す
る
職
業
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
書
店
に
並
ぶ

『女
性
向
け
資
格
ガ
イ
ド
』
で
は
、
「〔看
護
婦
の
場

合
、
退
職
し
て
も
〕
資
格
が
あ
れ
ば
全
国
ど
こ
で
も
就
職
が
可
能
で
あ
る
し
、

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
が
あ
る
の
で
退
職
前
の
経
験
が
生
き
る
」
、
「資
格
に
よ
っ
て
技

能
が
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
、
結
婚
や
出
産
後
の
再
就
職
が
容
易
で
あ
り
、
ま

た
収
入
の
減
少
が
少
な

い
」
な
ど
、
専
門
職
が

「女
性
に
適
し
て
い
る
」
仕
事

だ
と
強
調
す
る
。
筆
者
が
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

へ、
.を
し
た
女
性
た
ち
は
、
次
の
よ
う

に
専
門
職
の
メ
リ
ッ
ト
を
語

っ
て
い
る
。

〔私

は
離

婚
し

て
息
子
を
育

て
て

い
ま
す
が
、
〕
経

済
的

に
は
ま

っ
た
く
問
題

が
あ
り

ま
せ

ん
。
離
婚
事
件
を
扱

っ
て
い
る
と
、
女
性

に
経
済
力
が
な

い
こ
と

を
感
じ
ま
す
。

(弁
護
士
、

40
代

V

自
分

が
女
性

だ

っ
た
か
ら
…
…
、
と

い
う

こ
と
は
特

に
感
じ
ま
せ

ん
で
し
た
。

お

給
料
は
男
女

い

っ
し

ょ
で
、
仕
事

は
男
女
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

(高
校
教
員

、
30
代
)



フ
レ

ッ
ク

ス
制
が
導

入
さ
れ

て

い
ま
す

。
産
休

や
育
児

休
暇
が
あ
わ
せ

て
1
年
あ

る
だ
け

で
は
な
く
、

子
供

が
生
後

1
年

未
満

の
場
合

に
は
、
勤
務
時

間
中
に
育

児
時

間
を

と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

(研
究

職
、
20
代

)

〔
N
県

は
教
職

員
組
合

の
力

が
強
く
、
〕
産
休

は
法
律

ど
お

り

に
と

る
こ
と
が

で

き
ま
す

。
育
休
も

1
年
、
介

護
休
暇
も
と

る
こ
と
が

で
き
ま
す

。
ま
た
、
教
員

同
士

結
婚
す

る

こ
と
も
多

い
の
で
す
が
、
異
動

の
希

望
を
聞

い
て
も

ら
え
る

の
で
、
夫
婦

そ

ろ

っ
て
同
じ
地
方
に
異
動
し
た
知
り
合

い
が

い
ま
す
。

(高
校

教
員

、
20
代
)

昔
は

独
身

を
通
し

た
方
も

い
ら

っ
し

ゃ
る
よ
う

で
す

が
、
最
近

の

〔
N
県

の
女

性

弁
護
士

〕
は
結
婚

し
て
出
産
す

る
方
が
多

い
で
す

。
こ

の
仕
事

は
自
由

度
が
高
く
恵

ま
れ

て
い
る
と

思

い
ま
す
。

(弁

護
士
、
30
代

)

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
専
門
職
は
収
入
や
職
業
威
信
が
高

く
、
職
業
階
層
に
お
い
て
上
位
を
占
め
る
職
業
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
専
門
職
女

性
は
社
会
経
済
的
地
位
が
高

い
。
ま

た
、
結
婚

・
出
産
後
も
就
業
を
継
続
す
る

女
性
に
は
専
門
職
女
性
が
多

い

(赤
地
麻
由
子

一Φ
Φ。。
旧
田
中
重
人

一㊤
⑩
。。)。

社
会
的
地
位
の
高
さ
と
就
業
の
継
続
は
、
ど
ち
ら
も
女
性
の
社
会
的
達
成
に

と

っ
て
重
要
な
要
因
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
専
門
職
に
つ
く
こ
と
自
体
が
社
会

的
達
成
で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
の
場
合
は
、
結
婚
/
出
産
に
よ
り
仕
事
を
中
断

し
た
後
は
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
こ
と
は
難
し

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

は
、
就
業
を
継
続
す
る
こ
と
も
社
会
的
達
成
の
た
め
に
は
事
実
上
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
女
性
専
門
職
は
、
女
性
の
地
位
達
成
を
考
え
る
上
で

重
要
な
の
で
あ
る
。

一
.

二

働
く
女
性
に
と
っ
て
の
仕
事
と
家
庭

の

「
両
立
」

一
.

一
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
専
門
職
は
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
な
が

ら
社
会
的
達
成
を
す
る
こ
と
が
可
能
な
職
業
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

専
門
職
女
性
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究
は
、
両
立
が

い
か
に
大
変
か
を
示
す

(坂
東
昌
子

・
野
ロ
美
智
子

・
新
山
陽
子
編

一Φ
。。
一)。
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
し
た
女

性
た
ち
も
、
「や
り
が
い
や
充
実
感
が
あ
る
」
と
い
う

一
方
で
、
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。

女
性

で
あ

る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど

不
利

で
は
な
か

っ
た

と
思

い
ま
す
。

た
だ
、
男

性
が
家
事
を
す

る
と
、
仕
事

の
上

に
家
事
も

で
き

る
と

い
わ
れ

る
け

れ
ど
も
、
女

性

の
場
合
、
子
育

て
が

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
ね
。

(大
学
教
員
、

40
代
)

子
供
は
欲
し
く
な

い
で
す

。
出
産
は
時

間
的
に
も

体
力
的

に
も

精
神
的

に
も
大

変

で
す

。
金
銭
的

に
は
問
題
が
な

い
の
だ
け

れ
ど
も
、

〔医
師

と

い
う

〕
仕
事
は
常

に
判

断
が
必
要
な

の
で
、

ス
ト

レ
ス
が
か
か

る
の
で
す
。

(医
師

、
30
代
)

彼
女
た
ち
が
語

っ
た
よ
う
に
、
仕
事
が
時
間
的
に
も
精
神
的
に
も
大
変
で
あ

る
こ
と
や
家
事
や
育
児
の
負
担
が
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
難
し
く
し
て
い
る

よ
う
だ
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
要
因
は
女
性
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
に
影
響
し
、
同
じ

職
業
で
あ

っ
て
も
男
性
に
比
べ
て
業
績
が
少
な
く
な

っ
た
り
、
非
常
勤
と
い
う

不
安
定
な
状
況
に
お
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ

(板
東

・
野
口

・
新
山

お
。。
岩

女性の就業とライフコース209



加
野
芳
正

一
Φc。Q。
"
原
ひ
ろ
子
編

一り㊤
Φ
)。

逆
に
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
イ
ー
の
よ
う
に
、
家
庭
生
活
と
仕
事
上
の
責
任
が
衝

突
す
る
こ
と
を
予
想
し
て
、
結
婚

や
出
産
を
延
期
す
る
女
性
も

い
る
よ
う
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
結
婚
や
出
産
は
個
人

の
選
択
で
あ
旺
、
と
く
に
職
業
を
持
っ
て
い

る
女
性
に
と

っ
て
、
そ
れ
ら
は
人
生

の

一
要
素
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
専
門
職
女
性
を
と
り
ま
く
環
境
を
み
る
と
、
は
た
し
て
専
門
職
と
は
、

「女
性
に
適
し
た
仕
事
」
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
可
能
な
仕
事
な
の
か
疑
問
で

あ
る
。

実
際
に
専
門
職
と
し
て
仕
事
を
続

け
て
い
る
女
性
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
職

業
生
活
を
過
ご
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
(結
婚
や
出
産
を
し
な
い
と
い
う
こ
と

も
含
め
て
)
ど
の
よ
う
に
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
を
統
合
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
結
婚
/
出
産
、
就
業
の
継
続
/
中
断
は
ど
の
よ
う
な
要
因
と
関
連
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
す
る
手
が
か
り
を
み
つ
け
る
た
め
の
試
み
で

あ
る
。
社
会
階
層
論
に
加
え
て
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
論
の
視
点
に
依
拠
し
な
が
ら
、

専
門
職
女
性

の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

の
生
起
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
本
人
、
配
偶
者

そ
し
て
両
親
の
社
会
経
済
的
地
位
と

の
関
連
を
検
討
す
る
。

人
間
の
行
動
は
社
会
経
済
的
な
条

件
に
よ

っ
て
拘
束
さ
れ
る
側
面
が
あ
る
の

で
、
社
会
階
層
論
の
視
点
は
有
効

で
あ
る
。
階
層
論
は
ま
た
、
地
位
達
成
に
つ

い
て
多
く
の
研
究
を
蓄
積
し
て
き

た
。
だ
が
、
筆
者
は
、
男
性
と
は
異
な
り
、

結
婚
や
出
産
に
よ

っ
て
職
業
生
活
が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
女
性
を
対
象
と
す

る
場
合
に
は
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
視
点
を
導
入
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

森
岡
清
美

(一㊤QQ
S
bQ
)
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
は
、
「個
人
が
年
齢
別

に
分
化
し
た
役
割
と
出
来
事

(Φ<
Φ
P
けω)
を
経

つ
つ
た
ど
る
道
」
で
あ
り
、
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
は
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
中
で
個
人
の
人
生
を
特
徴
付
け
る
出

来
事
で
あ
る
。
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
論
の
意
義
は
個
人
を
単
位
と
す
る
こ
と
、
人
生

行
路
の
斉

一
性
、
す
な
わ
ち
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
発
生
の
斉

一
性
を
前
提
と
し
な

い
こ
と
に
あ
り
、
対
象
者
の
多
岐
性

・
多
様
性
に
注
目
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
論
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
分
析
を
行
う
。

一
一

専
門
職
の
定
義
と
調
査
の
概
要

さ
き
ほ
ど
述
べ
た
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
調
査
を
実
施
し
て
分
析

を
行

っ
た
。
二
節
で
は
、
専
門
職
の
操
作
的
定
義
、
調
査

の
概
要
と
デ
ー
タ
の

概
要
を
示
す

(分
析
に
は
ω
勺
ω
○。
ho『
≦

&
o
≦
ω
⑩
●ρ
一
一
を
用
い
た
)。

二
.

一

専
門
職

の
操
作
的
定
義

本
稿
で
採
用
す
る
の
は
、
「
一
九
九
五
年
社
会
階
層
と
社
会
移
動
全
国
調
査
」

(以
下
、
S
S
M
調
査
と
略
)
の
分
類
で
あ
る
。
こ
の
分
類
を
用

い
る
理
由
は
、

日
本
に
お
け
る
女
性
の
地
位
達
成
や
職
業
に
つ
い
て
の
多
く
の
計
量
的
研
究
が
、

S
S
M
調
査
の
成
果
に
基
づ
い
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

S
S
M
職
業
分
類
は
、
「国
勢
調
査
」

(総
務
庁
統
計
局
)
で
用

い
ら
れ
る

「
日
本
標
準
分
類
」
に
依
拠
し
て
い
る

(
一
九
九
五
年
S
S
M
調
査
研
究
会

一り
り㎝
)。
こ
の

「標
準
分
類
」
で
、
「専
門
的

・
技
術
的
職
業
」
と
は

コ
咼
度
の

専
門
的
水
準
に
お
い
て
、
科
学
的
知
識
を
応
用
し
た
技
術
的
な
仕
事

に
従
事
す

る
も

の
及
び
医
療
、
法
律
、
教
育
、
宗
教
、
芸
術
、
そ
の
他
の
専
門
的
性
質
の
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職
業
に
従
事
す
る
も

の
を

い
う
。

こ
の
仕
事
を
遂
行
す
る
に
は
、
通
例
、
・大

学

.
研
究
機
関
な
ど
に
お
け
る
高
度

の
科
学
的
知
識
、
そ
の
他
専
門
分
野
の
訓

練
、
又
は
こ
れ
と
同
程
度
の
実
務
経
験
あ
る
い
は
芸
術
上
の
創
造
的
才
能
を
必

要
と
す
る
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

S
S
M
職
業
分
類
に
は
44
種
類
の
専
門
職
が
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
職
業

の
内
容
に
よ

っ
て
5
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
ま
と
め
た

豆
。
分
類
の
手
続
き
で
あ
る

が
、
ま
ず

「弁
護
士

・
税
理
士

.
公
認
会
計
士
」
を
独
立
さ
せ
、
次
に
研
究
中

心
か
教
育
中
心
か
と
い
う
軸
で

「研
究
者
」
(含
大
学
教
員
)
と

「小
中
高
教
ロ塁

を
わ
け
た
。
医
療
関
係
者
は
職
業

の
女
性
比
率
や
職
業
威
信
に
よ

っ
て

「医

師

●
歯
科
医
師

・
獣
医
師
」
と

「保
健
医
療
従
事
者
」
に
わ
け
た
。

(女
性
比
率

は

「平
成
7
年
国
勢
調
査
」
に
よ
れ
ば
前
者
が
約
15
%
、
後
者
は
60
～
80
%
で

あ
る
。
職
業
威
信
は
、
前
者
は
59

・
7
～
65

・
7
、
後
者
は
65

・
7
～
90

・
1
)。

「そ
の
他
の
専
門
職
」
は
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
で
あ
る
。
医
学
教
育
を
受
け
て
い

る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
か
ら
こ
こ
に
分
類
し
た
。
ま
た
他
の
職
業
と
の
類
似
性

が
低

い
文
芸
家

・
著
述
家
を
含
む
。

二
.

二

調
査

の
概
要
お
よ
び
デ
ー
タ
の
概
要

一
「

二
.

[

調
査
の
概
要

表
1
は
調
査

の
概
要
で
あ
る

冖、)。
本
稿
の
デ
ー
タ
は
、
質
問
紙
調
査
と
イ
ン

タ
ビ

ュ
ー
調
査
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
分
析
の
中
心
は
質
問
紙
調
査
の
デ
ー
タ

で
あ
る
。

二
.

二
.

ニ

デ
ー
タ
の
概
要

表
2
に
調
査
対
象
者
全
体
の
基
本
属
性
を
示
す

(,)。

平
均
年
齢
は
約
53
歳
で
あ
る
。
最
終
学
歴
の
内
訳
は
、
大
学

・
大
学
院
卒
業

者
が
約
9
割
で
あ
り
、
学
歴
が
高
い
。

従
業
上
の
地
位
を
み
る
と
、
常
時
雇
用
さ
れ
て
い
る

一
般
従
業
者
が
65
%
と

も

っ
と
も
多

い
。
自
営
業
主

・
自
営
業
主
が
19

・
4
%
、
経
営
者

・
役
員
が

6

.
8
%
存
在
す
る
が
、
こ
れ
は
職
業
的
特
性
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。
非
常
勤
も

約
10
%
存
在
す
る
。

職
業
の
内
訳
を
み
る
と
、
大
学
教
員
の
比
率
が
50
%
近
く
も

っ
と
も
多
い
が
、

こ
れ
は
名
簿
の
特
性
に
よ
る
。

つ
い
で
医
師

・
歯
科
医
師

・
獣
医
師
が
13

・

1
%
、
弁
護
士

・
公
認
会
計
士

・
税
理
士
が
10

・
8
%
、
保
健
医
療
従
事
者
が

10

.
2
%
、
小
中
高
教
員
と
そ
の
他
の
専
門
職
が
10
%
以
下
で
あ
る
。

婚
姻
上
の
地
位
を
見
る
と
、
既
婚
者

(含
事
実
婚
者
)
が
約
70
%
、
未
婚
者

は
約
20
%
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
に
お
け
る
30
～
34
歳
、
45
～
49
歳
女
性
の
未

婚
率
は
そ
れ
ぞ
れ
約
15
%
、
5
%
で
あ
る
か
ら

(井
上
輝
子

・
江
原
由
美
子

一〇
㊤
q
"
一9

原
典
は
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所

『出
生
動
向
調
査
』
)
、
対
象
者
の

未
婚
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
離
死
別
者
は
ど
ち
ら
も
10
%
以
下
で
あ
る
。「

50
～
騒
歳
、
55
～
59
歳

の
女
性
に
占
め
る
離
別
者
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
5

・

9
%
、
5

・
1
%
、
死
別
者
の
割
合
は
5

・
3
%
、
9

・
8
%
で
あ
る
の
で

(「平
成
7
年
国
勢
調
査
」
よ
り
算
出
)
、
対
象
者
の
離
婚
傾
向
が
と
く
に
高

い
わ

け
で
は
な
い
。

結
婚
/
出
産
は
女
性
の
職
業
生
活
に
大
き
く
影
響
す
る
要
因
の

一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
に
生
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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表1画 査の概要

質問紙調査 「働 く女性の生活と意識についてのアンケー ト」

聞

簿

期

名

抽出法
回収率

分析対象

1998年8月 ～10月
r現代女性人名録』(日外アソシエーツ社編、以下 『人名録』と略)

(および 『大阪府学校教職員録』(財団法人大阪学校教職員互助組合編))

全数抽出と等間隔抽出法を併用

51.6駅有効サンプル数568)

分析の焦点を明確にするという目的のため、r人名録』収録者で現在専門的

職業に従事 している者381名 を分析対象とした。

インタビュー調査

期間

対象
抽出法

1998年2月 ～4月 、1999年8月

専門職に従事す る女性17人

機縁法、雪 だるま式

表2対 象者の基本属性

年齢(n=378)

最 終 学歴

(n=365)

従 業 上 の地位

(n=381)

対 象 者 の職業

(nニ381)

'婚姻 上 の地位

(nニ381)

平 均53.3歳(標 準偏 差8.51)レ ンジ33.0～71.0

高 校1人(0.3紛,専 門学校25人(6.8紛,短 大 ・高専13人(3.6%),

大 学188人(51.5%),大 学 院修士課程63人(1τ3紛,大 学院博士課程75人(2α5鬼)

自営業主 ・自営業者74人(19.4%),経 営 者 ・役員26人(6.8%),常 時雇用 されてい

る一般従業者248人(65.1%),非 常 勤 ・パー ト ・アルバイ ト33人(8.7%)

研 究 者(研 究者、大学教員)198人(52.0%),医 師 ・歯科医師 ・獣医師52人(13.1%),

保 健 医療従事者39人(10.2%),弁 護 士 ・公認会計士 ・税理 士41人(10.8%),

小 ・中 ・高教員33人(8.7累),そ の他 の専門的職業従事者20人(5.2%)

既 婚253人(66.4%),事 実 婚8人(2.m,未 婚85人(22.3%),離 別25人(6.6器),

死 別10人(2.6%)

三
.

一

専
門
職
女
性
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
ラ
イ
フ
コ
ー
ス

こ
こ
で
は
既
存
デ
ー
タ
と
の
比
較
を
通
し
て
、
本
研
究
の
対
象
者

の
結
婚

・
出
産

の
特
性
を
と
ら
え
る
。
そ
し
て
結
婚
/
出
産
と
就
業

中
断
の
有
無
に
基
づ
い
て
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
分
類
す
る
。

結
婚
の
動
向
は
図
1
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
こ
の
図
は

(各
年
に
お

け
る
)
対
象
者
の
平
均
婚
姻
年
齢

【、〉を
、
「人
口
動
態
統
計
」
(厚
生

省
)
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
専
門
職
女
性
の
婚
姻
年

齢
が
女
性

一
般
に
比
べ
て
や
や
高

い
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
九
五
S

S
M
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
池
周

一
郎

(一
8
00
)
や
中
井
美
樹

(一ΦΦ
。。
)

の
結
果
も
同
様
で
あ
る
。

出
産

の
動
向
に
つ
い
て
、
既
婚
専
門
職
女
性

の
平
均
子
供
数

〔.、.

は
ー

・
68
人

(標
準
偏
差
1

・
03
人
、
p
"
b。
㊤
b。
人
)
で
あ
り
、
全
国

平
均
の
2

・
2
人
よ
り
や
や
少
な
い

、̂.。
表
3
は
結
婚
持
続
年
数
別

に
、
専
門
職
女
性

の
出
生
動
向
を
見
た
も

の
で
あ
る
。
「第
11
回
全

国
出
生
動
向
基
本
調
査

夫
婦
調
査
」

(国
立
社
会
保
障

・
人
口
問
題

研
究
所
)
の
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
と
、

い
ず
れ
の
結
婚
持
続
期
間
に

お
い
て
も
専
門
職
女
性
の
平
均
子
供
数
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い

る
。
子
供
数
1
人
以
下
の
女
性
の
存
在
が
、
平
均
子
供
数
を
下
げ
て

い
る
の
で
あ
る

(表
4
)。

次
に
、
結
婚

・
出
産
の
有
無
そ
し
て
就
業
中
断
の
有
無
と
い
う
基

分
析
結
果
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図1専 門職女性(対象者)と全女性平均婚姻年齢(人 ロ動態統計)の 時系列比較

準
を
用
い
て
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
4
つ
の
類
型
に
分
類
し
た

〔g

(表
5
)。
4
類

型
の
な
か
で
も

っ
と
も
多
い
の
は

「継
続
型
」
の
一
8
人

(34

・
9
%
)

つ
い
で

「
中
断
再
就
職
型
」

85
人

(28

・
0
%
)
、
「未
婚

(継
続
)
型
」

の
80
人

(26

.
3
%
)
そ
し
て

「
D
I
N
K
S
」
(O
o
⊆
巨
Φ
ぎ
8
ヨ
Φ
乞
o
凶
建
ω)
型
33

人
(10

・
9
%
)の
順
と
な
る
。

高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
女
性
の
働
き
方
と
し
て
も

っ
と
も
多

い
パ
タ
ー
ン

は
中
断
再
就
職
型
で
あ
り
、
継
続
型
は
お
よ
そ
2
割
弱
、
そ
し
て
未
婚
の
ま
ま

就
業
を
継
続
し
て
い
る
女
性
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い

(赤
地

一㊤
㊤
。。
)。

一
方
、
本

稿

の
対
象
者
に
中
断
再
就
職
型

(、}
は
少
な
い
。
つ
ま
り
就
業
を
継
続
し
て
い
る

女
性
が
多

い
の
だ
が
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
結
婚
/
出
産
を
せ
ず
に
就
業
を

継
続
し
て
い
る
女
性

の
数

(。。O
+
も。
ω
閂
一
一ω人
)
は
、
結
婚

・
出
産
を
し
て
就
業

を
継
続
し
て
い
る
女
性

(一〇①
人
)
と
ほ
ぼ
同
数
な
の
で
あ
る
。
就
業
の
継
続
を

促
進
す
る
要
因
は
、
産
休
の
存
在

(田
中
義
章

一⑩
ご
)
と
い
っ
た
積
極
的
な
も

の
だ
け
で
は
な
い
。
次
の
事
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
技
術
の
進
歩
や
労
働
市

場
の
狭
さ
と
い
う
要
因
も
ま
た
、
就
業
継
続
を
促
進
す
る
。

略

退
職
す

る
と
技
術

の
進
歩

に
お

い
つ
け
な
く
な
り
ま
す

。

(放
射

軽

師
、
20
代

)

刀列

子
供
が
で
き
て
も
仕
事
を
辞
め
な
か
・
た
の
は
、

一
度
仕
妻

辞

め
た
ら
戻
・
て

靴

・
れ
な
い
と
思
・
た
か
ら
で
す
。
(大
学
贅

ω
代
v

蹴姐

本
稿
の
対
象
者
に
限
定
し
て
知
見
を
ま
と
め
る
と
、
専
門
職
女
性
の
特
徴
は
、

未
婚
率
が
高

い
こ
と
、
結
婚
や
出
産

の
年
齢
が
高
く
、
子
供
数
が
少
な
い
傾
向
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表3結 婚持続期間別に見た出生児数

婚姻持続期間 婚姻持続期間

別平均子供数 別平均子供数
(専門職)(全 国データ)

子供数(専 門職)

結婚持続

期問

0～4年

5～9年

10～14年

15～19年

20～24年

25年 以上

0.0人

0.4

1.22

1.52

1.86

L94

0.71人

1.75

2.10

2。21

2.24

2.19

0人1人2人

7人

100.0器

6

60.0

4

22.2

6

22.2

5

13.9

11

7.0

4

40.0

8

44.4

6

22.2

6

16.7

30

19.0

5

27.8

11

40.7

17

47.2

79

50.0

3人 以上

1

5.6

4

14.8

8

22.2

38

24.1

セル中の数字は上から度数(人数)、行%n=256(本 研究の対象者専門職女性)

全国データ出典は「第10回 出生動向基本調査夫婦調査」(国立社会保障 ・人口問題研究所)

表4結 婚持続期間別に見た出生子供数0人 の夫婦割合

結婚持続期間 専門職女性 第11回 出生動向基本調査

(本研究対象者)

0～4年

5～9年

10～14年

15～19年

20～24年

25年 以 上

100.0器

60.0

22.2

22.2

13.9

7.0

42.6完

10.3

5.5

3.7

2.3

1。3

表3に 基づいて作成

表5対 象者のライフコース

ライ フコース 定義 人数(%)

就業継続型

DINKS型

未婚(継続)型

中断再就職型

結婚時そして長子(・末子)出産時に仕事を持っており、

かつそれを機に仕事を辞めなかった者

結婚時に仕事を辞めず、現在子供がいない者

結婚 ・出産をせずに仕事を継続している者

結婚、長子(・末子)出産時のいずれかに仕事を辞めたもの、

あるいは仕事を持っていなかったと答えた者(現 在有職)

106人(34.9毘)

33

80

85

(10.9%)

(26.3累)

(28.0鬼)

n=304
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が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
に
も
特
性
が
み
ら
れ
た
。
専
門

職
女
性
に
は
就
業
中
断
後
再
就
職
す

る
、
と

い
・2
多
く
の
女
性
が
た
ど
る
コ
ー

ス
を
歩
ん
だ
女
性
は
約
3
割
と
少
な
か

っ
た
。

つ
ま
り
、
就
業
を
継
続
す
る
女

性
が
多

い
の
だ
が
、
結
婚
/
出
産
後
も
就
業
を
継
続
す
る
女
性
と
結
婚
/
出
産

を
せ
ず

に
就
業
を
継
続
す
る
女
性
が

ほ
ぼ
同
数
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
結
婚
や

子
供
が
就
業
継
続
と
ト
レ
ー
ド
オ
フ
に
な

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
事
例
に

よ
れ
ば
、
産
休
制
度
な
ど
の
積
極
的
な
要
因
だ
け
で
は
な
く
、
技
術
の
進
歩
や

労
働
市
場
の
狭
さ
に
よ
る
競
争
と

い
う

い
わ
ば
消
極
的
な
要
因
も
就
業
継
続
を

促
進
し
て
い
る
よ
う
だ
。

次
の
三
.
二
節
で
は
、
調
査
対
象
者
に
限
定
し
て
、
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
別
に
属

・性
の
違
い
を
検
討
す
る
。

三
.

ニ

ラ
イ

フ
コ
ー
ス
別
に
み
た
専
門
職
女
性
の
特
性

三
.

二
.

一
人
口
学
的
特
性
お
よ
び
社
会
経
済
的
要
因
と
の
関
連
か
ら

こ
こ
で
は
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
人
口
学
的
特
性
お
よ
び
社
会
経
済
的
要
因
と
の

関
連
を
考
察
す
る
。

な
お
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
さ
き
ほ
ど
の
4
類
型
を

「継
続
型
」
、

「
D
I
N
K
S

・
未
婚
型
」
、
「中
断
再
就
職
型
」
の
3
類
型
に
ま
と
め
た
。
「D

I
N
K
S
型
」
と

「未
婚
型
」
を
ま
と
め
た
理
由
は
、
結
婚
よ
り
も
子
供
を
持

つ
こ
と
の
ほ
う
が
女
性
の
職
業
生
活

に
お
け
る
不
確
実
性
を
高
め
る
と
考
え
ら

れ
、
両
者
は
子
供
が

い
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
特
に

「継
続
型
」
と

「中
断
再
就
職
型
」
の
比
較
を
中
心
と
す
る
。

そ
の
理
由
は
、
今
後
求
め
ら
れ
る
女
性
像
は

(良
く
も
悪
く
も
)
「継
続
型
」
だ

と
予
想
す
る
た
め
で
あ
る

〔、
.。
現
在
の
日
本
の
状
況
を
み
る
と
、
女
性
は
子
供

を
産
む
こ
と
さ
ら
に
は
少
子
化
に
よ

っ
て
不
足
す
る
若
年
男
子
の
代
替
労
働
力

に
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
家
計
の
立

場
か
ら
み
て
も
、
女
性
が
就
業
を
中
断
す
る
こ
と
は
機
会
費
用
を
う
む

の
で

(経
済
企
画
庁
一
㊤
雪
)、
経
済
合
理
的
な
行
動
で
は
な

い
。
そ
し
て
個
人
の
立
場

に
お
い
て
も
、
就
業
継
続
/
中
断
が
女
性
の
自
己
実
現
を
左
右
す
る
面
さ
え
あ

る

(田
崎
裕
美

一㊤
綜
)。

ま
ず
人
口
学
的
特
性
を
確
認
し
よ
う

(表
6
)。
こ
れ
ら
の
人
口
学
的
変
数
問

の
相
関
を
と
る
と
、
婚
姻
年
齢
と
子
供
数
の
相
関
が
ー
.。。①ω
で
有
意
で
あ
り
、
結

婚
年
齢
が
遅
く
な
る
と
子
供
数
が
減
少
す
る
傾
向
を
確
認
で
き
た
。
(p
11
留
①
、

1
%
水
準
で
有
意
。
年
齢
と
婚
姻
年
齢
、
年
齢
と
子
供
数
の
相
関
は
有
意
で
は

な
か

っ
た
の
で
省
略
)。

平
均
年
齢
は
麗
～
騏
歳
で
あ
り
、
大
き
な
差
は
な
い
。
平
均
婚
姻
年
齢
は

「中

断
再
就
職
型
」
25

・
2
歳
、
「継
続
型
」
26

・
6
歳
、
「D
I
N
K
S

・
未
婚
型
」

(つ
ま
り
D
I
N
K
S
型
)
32

・
0
歳
の
順
に
高
く
な

っ
て
い
る
。
「D
I
N
K

S

・
未
婚
型
」

の
結
婚
年
齢
の
相
対
的
な
高
さ
が
、
子
供
が

い
な

い
こ
と
に
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
既
婚
者
平
均
子
供
数
は

「継
続
型
」
2

・
32
人
、

「中
断
再
就
職
型
」
1

・
96
人
で
あ
り
、
前
者
の
ほ
う
が
後
者
に
比
べ
て
子
供
数

が
多

い
。
仮
に
子
供
を
多
く
産
む
こ
と
が
家
庭
を
優
先
す
る
生
き
方
だ
と
み
な

す
な
ら
ば
、
「中
断
再
就
職
型
11
家
庭
を
優
先
し
た
働
き
方
」
と
い
う
見
方
は
あ

て
は
ま
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果
は
、
も
し
就
業
を
継
続
で
き
る
な
ら
ば
、

職
業
キ
ャ
リ
ア
を
追
求
し
て
い
る
女
性
が
産
む
子
供

の
数
は
、
全
国
平
均

の

2

・
2
人
並
に
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
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表6ラ イフコース別にみた対象者の人ロ学的特性

婚姻上の地位

(n・304)

平均 子供数

(n=304)

対象者の 平均年齢 平均婚姻年齢

ライフコース(n=301)(n=218)

既 婚100%

既 婚29.2%,未 婚70.8器

既 婚92.9%,離 死 別7.螂

2.32人

0.00

1.96

26.6歳

32.0

25.2

54.1歳

52.1

54.1

継続型

DINKS・ 未婚型

中断再就職型

既婚者には事実婚含む。

表7ラ イフコース別に見た対象者本人の社会経済的地位

本人収入(税 込)

(n=290)

最 終 学歴(n=292)従 業 上の地位(n=304)対象者の

ライフコース

1210.0万 円専門学校&7%,短 大 ・高専1.9鑑

大 学63.継,大 学院26.跳

1083.5

1076.5

高校0.嬲,専 門学校4.窩

短大 ・高専2。8%,大 学50.0%

大 学 院41.5%

専 門 学校6.0%,短 大 ・高専4.8%

大 学44。 鴿,大 学院45.銚

自営 ・経営 者29.2%

常 雇 一般従 業者60.嬬

非 常勤雇用者10.4%

自 営 ・経営者21.跳

常 雇 一般従業者73.5%

非 常勤雇用者5.3%

自営 ・経営者29.鴾

常 雇一般従業者54.甥

非 常勤雇用者16.醜

継続型

D正眠S・ 未婚型

柔軟型

表
7
は
本
人
の
社
会
経
済
的
地
位
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

従
業
上
の
地
位
を
み
る
と
、
「継
続
型
」
と

「中
断
再
就
職
型
」
は
自
営

へ、
一

比
率
が
約
3
割
で
あ
る
。
「中
断
再
就
職
型
」
の
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、
非
常
勤

の
比
率
が
16

・
5
%
と
他
の
類
型
よ
り
も
高

い
こ
と
で
あ
る
。
「D
I
N
K
S

・

未
婚
型
」
の
特
徴
は
、
常
雇

一
般
従
業
者

の
比
率
が
高

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
、
自
営
業
主
で
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
生
ま
れ
る
職
業
上
の
裁
量
性
の
高
さ

が
、
「D
I
N
K
S

・
未
婚
型
」
と
既
婚
2
類
型

(「継
続
型
」
と

「中
断
再
就

職
型
」)
を
分
け
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
裁
量
性
の
高
さ
が
就
業
中
断
と
継
続

に
作
用
し
て
い
る
こ
と
は

一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
だ
。
だ
が
、
裁
量
性
が
高

い
か
ら
こ
そ
、
継
続
が
可
能
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
し
、

一
方
で
自
営

の
可
能
性

が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
中
断
再
就
職
が
可
能
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

受
け
皿
が
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
無
職
あ
る
い
は
非
常
勤
職
に
な
る
可
能
性
は
高

い
。
実
際
に

「中
断
再
就
職
」
型
は
非
常
勤
比
率
が
高
い
の
で
あ
る
。

仕
事

は
と

て
も
忙
し

い
で
す

。
で
も
自
由
裁
量

が
き

く
仕
事

で
す

。

の
と
き

は
も

っ
と
忙

し
か

っ
た

で
す
ね
。

(弁
護
士
、

40
代
)

勤
務
弁
護
士

今

年

で
独
立

し

て
10

年

に
な
り

ま
す
。
勤
務

時
間

は
9
時
か

ら
4
時
半

で
す
が

、

自
分

は
経
営
者
な

の
で
基
本
的

に
自
由

で
す
。

(編
集
者
、

40
代
)

本

人

の
最

終

学

歴

を

、

院

卒

比

率

に

注

目

し

て
見

る
と

、

「
継

続

型

」

26

・

3

%

、

「
D
I

N

K

S

・
未

婚

型

」

41

・
5

%
、

「
中
断

再
就

職

型

」

45

・
6
%

で
あ

り

、

「
継

続

型
」

の
学

歴

が
相

対

的

に

低

い
。

}
見

異

な

っ
て

み
え

る

「
D
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I
N
K
S

・
未
婚
型
」
と

「中
断
再
就
職
型
」

の
学
歴
構
成
は
似
て
い
る
。
前

者
の
場
合
は
、
教
育
年
数
が
長
い
た
め
に
結
婚
や
出
産
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
、

結
果
と
し
て

「
D
I
N
K
S

・
未
婚
型
」
に
な

っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し

「中
断
再
就
職
型
」
の
女
性
は
、
結
婚

/
出
産
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教

丶

育
年
数
が
両
者
の
違

い
を
生
む
要
因
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

ラ
イ

フ
コ
ー
ス
の
違

い
は
本
人
の
収
入
に
反
映
し
て
お
り
、
「継
続
型
」
が

一

一
=

○

・
○
万
円
と
も

っ
と
も
高
く
、

つ
い
で

「
D
I
N
K
S

・
未
婚
型
」

の

一
〇
八
三

・
五
万
円
、
「中
断
再
就
職
型
」
の

一
〇
七
六

・
五
万
円
の
順
に
な
る
。

就
業
の
中
断
は

一
般
に
収
入
を
減
ら
す
効
果
を
も

つ
が
、
「D
I
N
K
S

・
未
婚

型
」
と

「中
断
再
就
職
型
」
の
年
収

に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
就
業
中
断
に

よ
る
コ
ス
ト
を
約
2
歳

の
年
齢
差

(平
均
年
齢
は
前
者
が
52

・
1
歳
、
後
者
が

54

・
1
歳
)
で
埋
め
る
こ
と
が
可
能
と
は
思
え
な
い
。
し
か
も

「中
断
再
就
職

型
」
は

「D
I
N
K
S

・
未
婚
型
」
よ
り
も
非
常
勤
の
割
合
が
高
い
の
で
あ
る
。

こ
の
現
象
を
説
明
す
る
の
は

一
般
に
収
入
が
高
い
と
さ
れ
る
自
営
業
主
の
割
合

が
高

い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
対
象
者
に
限
定
す
る
と
、
専
門
職
は
就

業
の
中
断
に
と
も
な
う
コ
ス
ト
が
低

い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

表
8
に
は
配
偶
者
と
親

の
社
会
経
済
的
地
位
を
ま
と
め
た
。

夫
の
職
業
は
、
ど
の
類
型
で
も
専
門

・
管
理
職
が
95
%
以
上
で
あ
る
。
内
部

の
差
異
に
注
目
す
る
と
、
「中
断
再
就
職
型
」
の
夫
の
管
理
職
比
率
は
28

・
0
%

で
あ
り
、
「継
続
型
」
の
15

・
4
%
、
「D
I
N
K
S

・
未
婚
型
」
の
12

・
1
%

に
比
べ
て
圧
倒
的
に
高

い
。
夫
が
管

理
職

(や
管
理
職
候
補
)
だ

っ
た
の
で
、

妻
が
就
業
を
中
断
し
た
の
か
、
妻
が
就
業
を
中
断
し
た
の
で
夫
が
管
理
職
に
な

る
こ
と
が
可
能
だ

っ
た
の
か
は
不
明

で
あ
る
。

一
方
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
を
用

い
て
、
社
会
的
地
位
の
高
さ
を
測
定
す
る
と
、

専
門
職
の
職
業
威
信
は
52

・
9
か
ら
90

・

1
、
管
理
職
は
56

・
1
か
ら
78

・
1
に
わ
た

り
重
複
す
る
の
で
、
ど

の
類
型
の
夫

の
地
位

が
高
い
と
い
う
こ
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、

配
偶
者

の
年
収
を
み
る
と
、
「中
断
再
就
職

型
」
の
夫
の
年
収
が

一
四
六
〇

・
○
万
円
と

最
も
高

い
。
「継
続
型
」
と

「
D
I
N
K
S

型
」
の
夫
の
年
収
は
そ
れ
ぞ
れ

=

　九
七

・

九
万
円
、

一
二

一
〇

・
○
万
円
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
、
夫

の
経
済
的
地
位

(収
入
)
が
高

い
こ
と
と
女
性
の
就
業
中
断
傾
向
に
は
関
連

が
あ
る
と
い
え
そ
う
だ
。

次
に
、
出
身
階
層
を
測
定
す
る
指
標
と
し

て
両
親
の
職
業
に
注
目
す
る
。

父
親
の
専
門
管
理
職
比
率
は
ど
れ
も
70
%

前
後
で
あ
る
。
た
だ
し

「継
続
型
」
の
場
合
、

父
親
の
専
門
管
理
職
比
率
が
他
の
類
型
に
く

ら
べ
て
や
や
低
く
、
農
林
漁
業
比
率
が
10
%

と
相
対
的
に
高
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
、
父
親
の
社
会
経
済
的
地
位
が
低
い

こ
と
が
相
対
的
な
生
活
機
会

の
少
な
さ
を
生

み
、
そ
れ
が
娘
の
社
会
的
達
成
へ
の
よ
り
強

表8ラ イフコース別に見た対象者の配娼者・両親の社会経済的地位

母親の主な職業(n:284)父親の主な職業(n=235)夫の主な職業(n=2i2)夫 の平均年収

(有職者n;163)

対象者の

ライフコース

専門管理28,跳,事 務販売5,1%,

マニュアル5.1%,農 林漁業11.1%、 無職50,5器

専門管理19.8%,事 務販売9.4%,

マニュアル3.8%,農 林漁業2.9%,無 職64,跳

専門管理17.7%,事 務販売7,眺,

マニュアル2.謎、農林漁業3.騙,無 職68.嬬

専門管理68.銚,事 務販売18,6%,

マニュアル2.3%,農 林漁業10.5%

専門管理72.嬬,事 務販売23,0%、

1297.9万 円

1210,0万 円

専 門 職79.跳 管 理 職

15.鴾,その他4.觴

専門職84,觴,管理職 韮2.瑞

繕続型

DINKS・未婚型

マニュアル1.1%,農 林漁業2,銚,無 職Ll簿

専 門 職68.艦 管 理 職1460.0万 円 専門管理74.跳 事務販売16.甥,

28,0駕,そ の他4.0%マ ニュア脇.跳,農 林漁業6,5駕

柔軟型
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い
動
機
付
け
と
な

っ
た
結
果
、
就
業
継
続
を
促
進
す
る
と
解
釈
で
き
る
。
「中
断

再
就
職
型
」
の
よ
う
な
選
択
は
、
出
身
階
層
の
高
さ
ゆ
え
に
、
結
婚
や
出
産
に

と
も
な
う
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
り
、
あ
る
い
は
必
ず
し
も
教
育
投

資
を
回
収
す
る
職
業
に
つ
か
な
く

て
も
よ
い
と
い
う
条
件
が
あ

っ
て
こ
そ
可
能

で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。

母
親
の
職
業
を
み
る
と

「継
続
型
」
の
母
親
の
専
門
管
理
職
比
率
は
30
%
弱

と
高
く
、
そ
し
て
無
職

(専
業
主
婦
)
率
は
50
%
と
相
対
的
に
低

い
。

一
方
、

他
の
二
類
型
で
は
、
専
門
管
理
職
比
率
は
20
%
程
度
で
あ
り
、
無
職
率
は

「
D

I
N
K
S

.
未
婚
型
」
餌

・
2
%
、
「中
断
再
就
職
型
」
68

・
4
%
で
あ
る
。
階

層
論

の
枠
組

に
し
た
が

っ
て
職
業
威
信
を
割
り
当
て
る
と
、
専
門
管
理
職
は

52

.
9
か
ら
90

.
1
に
わ
た
る
。

一
方
、
主
婦
の
職
業
威
信
は
42

・
3

(原
純

輔

.
肥
和
野
佳
子

お
Φ
O
)
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
出
身
階
層
の
低
さ
は
、
娘
の

就
業
の
中
断
を
も
た
ら
す
と
推
察

で
き
る
。
だ
が
、
こ
の
専
業
主
婦
に
職
業
威

信
を
割
り
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
結
果
は
、
夫
あ
る
い
は
父
親
の
職

業
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
結
果
と
は
矛
盾
し
て
い
る
。

ま
た
、
家
族
の
歴
史
的
研
究
で
は

「大
正
期
以
降
、
都
市
の
裕
福
な
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
層
を
中
心
に
、
妻
を
専
業
主
婦
に
す
る
と

い
う
現
象
が
広
が
り
、
高
度

経
済
成
長
以
降
、
そ
の
風
潮
が

一
般
化
し
た
」

(落
合
恵
美
子

一Φ
O
刈
ほ
か
)
と

い
う
こ
と
が
定
説
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
妻
が
専
業

主
婦
で
あ
る
こ
と
は
世
帯

の
豊
か
さ

の
証
で
あ
り
、
主
婦
の
職
業
威
信
42

・
3

と
い
う
結
果
は
非
現
実
的
に
み
え
る
。

む
し
ろ
、
母
親
の
職
業
は
社
会
経
済
的
地
位
の
高
さ
を
あ
ら
わ
す
指
標
で
は

な
く
、
非
経
済
的
要
因
と
み
な
す
ほ
う
が
よ
り
適
切
に
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
違
い

を
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
.

一
「

二

専
門
職
女
性
に
み
る
就
業
の
継
続
と
中
断

ー

非
経
済
的
要
因
と
し
て
の
母
親

の
就
業
の
効
果
ー
1

母
親
は
娘
の
職
業
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

表
8
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
「継
続
型
」

の
母
親
に
は
専
業
主
婦
が
少
な
く
、

一

方

「中
断
再
就
職
型
」

の
母
親
に
は
、
専
業
主
婦
が
多
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
職

業
を
持

つ
母
親
は
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

(役
割
モ
デ
ル
)
と
な
り
、
娘

の
就
業
継

続
を
促
進
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
、
女
性
科
学
者
自
身
に
よ
る

「女

性
の
科
学
者
を
増
や
そ
う
」
と
い
う
実
践
的

な
活
動
の
中
で
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
重
要
性

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

(米
沢

富
美
子

お
Φ。。
)、
女
性
の
職
業
生
活
に
関
す

る
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か

っ
た

〔B)。

そ
こ
で

「継
続
型
」
と

「D
I
N
K
S

・
未

婚
型
」
を
ま
と
め
て

「就
業
継
続
」
、
「中
断

再
就
職
型
」
を

「就
業
中
断
」
と
し
た
上
で
、

母
親
の
就
業
の
有
無
と
娘
(で
あ
る
対
象
者
)

の
就
業
継
続

・
中
断
と
の
関
連
を
検
討
し
た

(表
9
)。
関
連
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
は
な
い

が
、
母
親
が
有
職
の
場
合
、
娘
が
就
業
を
継

表9母 親 の職業 の有無 と対象 者の就 業中断 の有無 との関連

ライ フコース

就業 中断せ ず 就業 中断 合 計

有 職11854172

母 職68.6%3L鴾100.眺

無 職8了25112

77.7%22.3男 且00.0器

合計20579284

各 セル の数字 は上か ら度 数、行%

n=284冗2値=2.781+(10%有 意)d.f=1
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続
す
る
傾
向
を
読
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
の
関
連
が
明
確
で
な
か
っ
た
の

は
、
有
職
の
母
親
は
モ
デ
ル
に
な
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
無
職
の

母
親
で
も
娘

の
キ
ャ
リ
ア
達
成
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
函
Φ
霞
も
述
べ
て
い
る
が
、

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
は
母
親
だ
け
と
は
限
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
母
親
の
就
業

の
有
無

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
う
え
で

(腫)、
職
業

生
活
に
お
け
る
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
の
有
無
と
女
性
の
就
業
継

続

の
有
無

を

分
析
し

た
。

(な
お
、
質
問
項
目
は

「あ

な
た
の
職
業
生
活
に
お

い

て
、
あ
な
た
が
お
手
本
に
し

た

い
と
思
う
方
は
い
ま
す
か

(
い
ま
し
た
か
)」
、
選
択
肢

は

「
」

い
る

(
い
た

)

a

い
な

い

く
い
な
か
っ
た
)」

で
あ
る
)

分
析
結
果
は
表

10
で
あ

る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
変
数
で

あ
る
母
親
就
業
の
有
無
に
よ

っ
て
結
果
が
異
な
る
。
母
親

が
有
職
の
場
合
、
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
の
有
無
と
就
業
中
断
の

関
連
は
有
意
で
は
な
い
。

一

表10母 職をコントロールした時のロールモデルの有無と対象者の就業中断との関連

ライ フコー ス母親の職業

κ2緬直=6.056零

d.』f.冨1

Z2値 二.095N.S.

d.f.;1

合 計

111

100.0鬼

57

100.0露

168

100.0寛

86

100.0露

22

100.0%

108

100.0鑑

中 断

28

25.2%

25

43.9男

53

31.5鬼

17

19.8駕

5

22、了器

22

20.4審

中 断 せ ず

83

74.8%

32

56.1累

lI5

68.5完

69

80.2%

17

77.3器

86

79.6%

ロール モデル の有 無

いる(い た)

いな い

(いな か った)

合計

いる(い た)

いない

(いなか った)

合計

無職

有職

各 セルの 中の数字 は上 か ら度数 、行%n=276★5%水 準 で有意

方
、
母
親
が
無
職
の
場
合
、
両
者
に
は
関
連
が
あ
る
。
そ
し
て
表
か
ら
は
、
母

親
が
無
職
の
場
合
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
る
女
性

の
ほ
う
が
い
な
い
女
性
に
比

べ
て
就
業
を
中
断
す
る
傾
向
が
低
い
と
わ
か
る
。

も
ち
ろ
ん
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
有
無
と
就
業
中
断
の
関
係
は
、
因
果
関
係
と

い

う
よ
り
も
相
互
作
用
的
な
関
係
だ
ろ
う
。
も
と
も
と
継
続
志
向
が
強

い
女
性
が

積
極
的
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
選
択
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
そ
し
て
、

ロ
ー
ル

モ
デ
ル
の
存
在
に
よ

っ
て
、
目
標
を
明
確
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
、
経
験
や

行
動
様
式
を
学
習
し
、
就
業
を
継
続
す
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
有
職

の
母
親
も
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
側
面
を
持

つ
の
で
あ
る
。
有
職
の
母
親
や
職
業
生

活
に
お
け
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
存
在
は
、
女
性
の
就
業
継
続
を
促
進
す
る
重
要

な
非
経
済
的
要
因
な
の
で
あ
る
。

四

結
論
と
今
後
の
展
望

本
稿
の
対
象
者
に
限
定
す
れ
ば
、
専
門
職
女
性
は
、
結
婚
や
出
産
の
年
齢
が

遅
い
こ
と
も
あ
り
子
供
数
は
少
な

い
。
結
婚

・
出
産
後
も
継
続
し
て
い
る
女
性

が
多
い
が
、

一
方
で
、
結
婚
/
出
産
を
延
期
し
て

(せ
ず
に
)
就
業
を
継
続
し

て
い
る
女
性
の
割
合
も
多

い
。
こ
こ
か
ら
、
労
働
市
場
の
環
境
は
女
性
の
仕
事

と
家
庭
の
両
立
に
と

っ
て
厳
し
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

就
業
を
中
断
し
て
も
そ
の
コ
ス
ト
は
比
較
的
小
さ
く
、
専
門
職
女
性
の
社
会

経
済
的
地
位
は
高
い
。
配
偶
者
や
両
親
の
社
会
経
済
的
地
位
も
全
般
的
に
高

い
。

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
分
化
に
つ
い
て
、
夫
の
社
会
的
地
位
の
高
さ
や
母
親
が
専
業

主
婦
で
あ
る
こ
と
は
就
業
の
中
断
と
関
連
が
あ
る
。
母
親
が
仕
事
を
も

っ
て
い
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る
こ
と
、
ま
た
職
業
生
活
に
お
い
て
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
い
る
こ
と
は
就
業
継
続

傾
向
と
関
連
す
る
。

本
稿
で
は
、
就
業

の
継
続
を
前
提
と
し
た
男
性
の
地
位
達
成
の
枠
組
だ
け
で

は
、
専
門
職
女
性
の
職
業
生
活
を
十
分
に
捉
え
ら
れ
な
い
と
い
う
問
題
意
識
に

も
と
づ
き
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
視
点
を
取
り

い
れ
て
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、

専
門
職
女
性
陛
社
会
的
地
位
を
獲
得
し
て
い
る
存
在
、
と
い
う
だ
け
で
は
な
い

別
の
側
面
、
つ
ま
り
女
性
に
と

っ
て
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
社
会
的
地
位
達
成
の
問

題
が
関
連
し
て
い
る
こ
と
、
1

就
業
の
継
続
と
結
婚
/
出
産
が
ト
レ
ー
ド
オ

フ
の
関
係
に
あ
る
ご
と
、
夫
の
経
済
的
地
位
に
よ

っ
て
就
業
継
続
が
影
響
さ
れ

る
こ
と
ー

が
確
認
で
き
た
。
こ

こ
か
ら
、
就
業
を
中
断
し
た
女
性
の
中
に
は

非
常
勤
職
に
つ
く
者
も
い
る
が
、
職
業
威
信
が
高
い
専
門
職
で
あ

っ
て
も
不
安

定
な
地
位
に
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
社
会
的
達
成
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
問
題
も
生
じ
る
。

一
方
、
就
業
を
中
断
し
て
も
、
自

営
業
主

・
経
営
者
に
な
れ
ば
、
職
業
に
お

け
る
自
律
性
や
収
入
が
高
く
、
就
業
の
中
断
が
そ
れ
ほ
ど
コ
ス
ト
を
生
ま
な

い

よ
う
だ
。
今
回
は
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
視
点
を
重
視
し
た
こ
と
か
ら
、
従
業
上
の

地
位
に
つ
い
て
分
析
し
な
か

っ
た
が
、
女
性
の
起
業
が
話
題
と
な

っ
て
い
る
現

在
、
労
働
条
件
、
社
会
経
済
的
地
位

、
出
身
階
層
や
意
識
の
違

い
な
ど
を
検
討

し
て
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
自
営
業
の
位
置
づ
け
を
把
握
す
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て

の
専
門
職
女
性
が
自
営
業
主
に
な
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
医
師
や
弁
護
士
は
自

営
業
主
が
多

い
専
門
職
の
代
表
で
あ
る
が
、

教
員
は
組
織
に
雇
用
さ
れ
る
専
門
職
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
今
後
は
構
造
的

な
条
件
で
あ
る
職
業
の
性
質
に
つ
い
て
、
職
業
の
女
性
比
率
、
職
業
威
信
、
雇

用
形
態
や
市
場
構
造
な
ど
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
女
性

の
職
業
生
活
を
分
析

す
る
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

ま
た
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
女
性
の
職
業
生
活
に
果
た
す
重
要
性
も
確
認
さ
れ
た
。

今
後
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
選
択
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

(bd
Φ
旨

9
⇒
住
○
.O
o
暮

皀

一
りO
卜。
)、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
性
別
に
よ
る
影
響
の
違
い

(国
Φ
冥

一
㊤
。。㎝
11
一り
ゆ
N
"

ゆ
Φ
氤

穹
住
0
6
0
暮
Φ
=
り
⑩b。)、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
存
在
が
対
象
者
の
キ
ャ
リ
ア

に
与
え
る
効
果

(≧
ヨ
ρ
三
のけ
曽
巳

ω
篷
Φ
《
一㊤
刈
一)
に
つ
い
て
、
日
本
女
性
を

対
象
と
し
た
よ
り
詳
細
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
る
べ
き
時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
近
の
婚
姻
年
齢
上
昇
な
ど

の
現
象
を
み
る
と
、
結
婚
や
子
供
だ
け
が
女
性

の
人
生
の
目
標
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
だ
が
、
い
ま
だ
に
労
働
市

場
の
構
造
や
性
別
分
業
規
範
な
ど
の
要
因
が
、
女
性
自
身

の
就
業
に
よ
る
地
位

達
成
の
機
会
を
狭
め
て
い
る
。
筆
者
は
、
女
性
に
も
男
性
同
様
に
地
位
達
成
の

機
会
が
開
か
れ
て
い
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
社
会
的
達
成
だ

け
が
人
生
の
目
標
で
は
な
い
と
も
考
え
る
。
女
性
の
人
生
に
お
け
る
職
業
生
活

と
家
庭
生
活
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
は
、
同
時
に
男
性
の
人
生
の
意
味
を
考

え
る
重
要
な
手
が
か
り
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

1注

 

(
2
)

(
3
)

本
稿
は

一
九
九
九
年

に
大
阪
大
学

に
提
出

し
た
修
士
論
文
を
書

き
な
お
し
た

も

の
で
あ

る
。

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

の
概
要

は
後
述

(表

1
)
。
本
稿

で
フ
ォ
ン
ト
を
小
さ
く
し
た

段
落
は
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
イ
ー
の
言
葉

で
あ

る
。

詳
細
は
次

の
通
り
。

「
研
究
者
」

(自
然
科
学
系

研
究
者
、
人
文

科
学

系
研
究
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(4
)

者
、
大
学
教
員
)
、
「医
師

・
歯
科
医

師

・
獣
医
師
」

(医
師

・
歯
科
医
師

・
獣

医
師
)
、

「保
健
医
療

従
事
者
」

(薬
剤
師

、
助
産
婦
、
保
健
婦
、
栄
養
士
、
看

護
婦

、
あ

ん
ま

・
は
り
灸

師
、
そ

の
他

の
保
健
医

療
従
事
者
)
、

「弁
護

士

・

公
認
会
計
士

・
税

理
士
」

(裁
判
官

・
検
察
官

・
弁
護
士
、
公
認
会
計
士

・
税

理
士
)
、
「
小
中
高
教
員
」

(小
学
校
教
員

、
中
学
校
教
員
、
高
等
学
校
教
員

、

盲

.
ろ
う

.
養
護
学
校
教
員
、
そ

の
他

の
教
員
)
、

「そ

の
他

の
専
門
職
」

(カ

ウ

ン
セ
ラ
i
、
文
芸

家

・
著

述
家
な
ど
)

選

挙
人
名
簿

で
は
職
業
が
分

か
ら
な

い
こ
と
、
資

源
の
制
約
等

の
問
題
が
あ

り

、
選
挙
人
名
簿

か
ら

の
無
作
為

抽
出

で
は
充
分

な
数

の
専
門
職
女
性
を
抽

出

で
き
な

い
と
判
断

し
た
た

め
、

こ
の
よ
う
な
名
簿
を
使
用

し
た
。

『
人
名
録
』

は

一
九
九
六
年

に
初

め
て
発
行

さ
れ

て
お
り
、
現
在
各

界
で

活

躍
中

の
女
性
お

よ
そ

一
二
、
六

〇
〇
名

が
収
録

さ
れ

て

い
る
。
掲
載
人
物

は

「
新
聞

・
雑
誌

な
ど

σ

マ
ス
メ
デ
ィ
ア

に
登
場

し
た
人
物

、
年

鑑

・
人
名

録
な
ど

に
収
録
さ
れ

て
い
る
人
物
、
著
書

の
あ

る
人
物
」

で
あ
る
。

対
象

の
抽
出

に
あ

た

っ
て
は
、
複
数

の
職
業
を

持

つ
者
も
多

か

っ
た
が
主

な
職
業
を

基
準
と

し
た
。

ま
た
、
退
職
者
を

除
く
た
め
、
わ
か

る
範
囲

で
昭

和
生
ま
れ

の
者
を
対
象
と

し
た
。
連
絡
先

が
分

か
ら
な

い
者
、
海
外
在
住

の

者
は
サ

ン
プ

ル
か
ら

除

い
た
。
学
校
制
度

が
異

な
る
た
め
、
外
国
籍
を
持

つ

者
も
除

い
た
。
た
だ

し
、
外

国
籍
を
持

つ
者
と
結

婚
し
た

こ
と
が
は

っ
き
り

わ
か

る
日
本

人
は
対
象
と

し
た
。
大
学

の
非
常
勤

講
師
は

『
全
国
大
学
教
職

員
録
』

(廣
潤
社
)
で
は
サ

ン
プ
リ

ン
グ

で
き
な

い
層
で
あ
る
た
め
、
対
象
と

し
た
。
二

つ
の
抽
出
法
を

採
用
し
た
理
由

は
、
収
録
さ
れ

て
い
る
職
業

の
分
布

に

偏
り

が
あ
り

、
大

学
教
員

の
数

が
多

い
た
め

で
あ

る
が
、
こ
の
や
り
か
た

に

は
問
題

が
な

い
わ
け

で
は
な

い
。

議
論

に
際

し
て
、

『人
名
録
』
収
録
者

の
社
会
経
済
的
地
位
が
高

い
こ
と
を

念
頭

に
お
く
必
要
が
あ
る
。

(
5
)
合
計
が
三
八

一
人

に
な
ら
な

い
属
性
が
あ

る
の
は
、
無
回
答

・
非
該
当
者
が

存

在
す
る
た
め

で
あ
る
。

(6
)
本
調
査

で
は
初
婚
と
再
婚
を

区
別
し
な
か

っ
た

の
で
、
平
均
婚
姻
年
齢

と
し

た
。

(7
)
事
実

婚
を
含
む
。
未
婚

で
か

つ
子
供
が

い
る
対
象
者

が
3
人

い
た
。

3
人
と

も
子
供
数
は

1
入
で
あ

っ
た
が
、
分
類
が
困
難
な
た
め
分
析

か
ら
除

い
た
。

(8
)
た
だ

し
、
こ

の
2

・
2
人
と

い
う
数

字
は
、
完
結
出
生
児

数

(結
婚
持
続

期

間

が
15
～
19
年

以
上

で
あ
り
、

こ
れ

以
上
子
供
を
産
む

可
能

性
が
少
な

い
夫

婦
集
団

の
子
供
数
)

で
あ
る
。

(9
)
こ
の
分
析

は
赤
地

(一
〇
り
。。
)
を
参
考

に
し
た
。
当

然
、
結

婚

・
出
産
時
以
外

に
仕
事

を
辞

め
た
可
能
性
も
あ
る
。

(10
)
本
研
究

の
対
象
外

で
あ

る
が
、
か

つ
て
は
専

門
職

に
従
事

し
て

い
た
が
現
在

は
退
職
あ

る

い
は
転

職
し
て

い
る
女
性

が
存
在
す

る
可
能
性
は
あ

る
。

こ
の

点
に

つ
い
て
は
別

の
機
会
に
分
析
し
た

い
。

(11
)
だ
か
ら
と

い

っ
て
、

D
I
N
K
S
型

や
シ
ン
グ
ル
型
が
注
目

に
値

し
な

い
わ

け
で
は
な

い
。
ま
た
、
全

て
の
女

性
が
結
婚

・
出
産

を
す
る

べ
き
だ
と

、
働

く
べ
き
だ
と
主
張
す
る
意
図
は
な

い
。

(12
)
表

7
で
は
、
従
業
上

の
地
位

で

「自
営
業

者
、
自
営
業
主
」
、

「経
営
者

、
役

員
」

と
答
え

た
者
を
ま
と
め

て

「自

営

・
経
営
者
」
と

し
た
。
本
文
中

で
は

自
営
、
自
営
業
な
ど
と
記
述
す

る
。
、

(13
)
ア
メ
リ
カ
で
は
、
≧

ヨ
ρ
三
鴇

畧

α
ω
7
=
①
民
一
り
謡
)が
、
大
学
生
を
対
象
と

し

た
調
査

の
結

果
か
ら
、
現
在

の
家
族

の
社
会

経
済
的
地
位
と

職
業
選
択

の
間

に
は
関
連

が
な

い
こ
と
、
母
親
が
職
業
を
持

っ
て
い
る
こ
と

が
娘

の
キ

ャ
リ

ア
志
向
を
高

め
る
邑

と
を
明
ら
か

に
し
た
。
ま
た
、

困
①
霙

(
一
り
oO
㎝
"
一
Φ
り
bO
)

は
、
女
性

の
キ
ャ
リ
ア
達
成

に
お
け

る
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
の
重

要
性

を
く
り
返

し
述

べ
、
キ

ャ
リ
ア
志
向
的

な
女
性

の
背
後

に
は
、

ロ
ー

ル
モ
デ
ル
に
な
り

う
る
働
く
母
親
が
存
在
す
る
こ
と

述
べ
て
い
る
。
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(14
)

こ
の
点
は
中
川
輝
彦
氏

(大
阪
大
学
人
間
科
学
研
究
科
)

記
し
て
感
謝
し
ま
す
。

の
指
摘

に
よ
る
。

参
考
文

献

赤
地

麻
由
子

一
8

。。

「既
婚

女
性

の
地
位
達
成

過
程
に
お
け

る
世
代
的
変
化
ー

ラ
イ

フ

コ
ー

ス
の
視
点

か
ら
ー
」

盛
山
和
夫

・
今

田
幸
子
編

『
女
性

の
キ

ャ
リ

ア
構
造
と

そ
の
変
化
』

(
一
九
九

五
年

S
S
M
調
査

シ
リ
ー
ズ

ー2
)

一
九
九

五
年
S
S
M
調
査

研
究
会

一
甲
ω
卜。
.

≧

B
ρ
⊆
一ω
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一阿
暮
Φ
3

ζ
・
畧
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ω
=

2

ω
・
〉
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o
一Φ
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&
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一
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Φ

8
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≦
o
ヨ
穹

.ω
O
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〉
ω
皀
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コ
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冨
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α
o
「
ρ
>
9
①
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(Φ
巳

§

Φ

等

o
δ
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蠧

丶
ぎ

惷
髦

oo
o
冨

昇

ヨ
9・
5
薯

σ
一閂ω
三
コ
oq
8

ヨ
B
ξ

ω
O
一
-卜。
ω
・

坂
東

昌
子

・
野
口
美

智
子

・
新
山
陽

子
編

一
り
。。
一
『女

性
と
学
問
と
生
活

冖
婦
人
研
究

者

の
ラ
イ

フ
サ

イ
ク
ル
』
勁
草
書
房
●

切
Φ
臼

ζ
一皋

Φ
Φ
一
四
巳

い
8
蠧

一α
○
.O
o
器

=
レ
8
b。
矯.↓
冨

幻
o
一Φ
〇
二

磊

箆
①
畧

α
Qo
四
B
叩

ω
①
×
H
艮
一⊆
8

8

同
ω
ぎ

葺

Φ
0
7
0
一8

0
{
Z
自

貫
巴

三

〇
蠧

一
〇
〇
8

9

二
8

ω
ド

⑦
8
§

§

9

丶
§
Q
巳
§

①
N
(一
)
.㊤
。。
-
一8

.

原
純
輔

・
肥
和

野
佳
子

一
〇
⑩
O

「
性
別
役
割
意

識
と
主
婦

の
地
位

評
価
」

岡
本
英
雄

・

直

井
道
子
編

『
現
代

日
本

の
階

層
構

造
④
女
性

と
社
会
階
層
』
東

京
大
学
出
版
会

一
①
㎝
-
OQ
①
・

原
純
輔

・
盛
山
和
夫

一
〇
Φ
Φ

『
社
会
階
層

曲
豆
か
さ
の
中

の
不
平
等
』
東
京
大
学

出
版

会

●

原
ひ
ろ
子
編

一
り
Φ
O

『女

性
研
究
者

の
キ

ャ
リ
ア
形
成

冖
研
究

環
境
調
査
の
ジ

ェ
ン
ダ

i
分
析

か
ら

勁

草
書
房

'

池

周

一
郎

む
Φ
。。

「階

層
別

・
出
生

コ
ウ
ホ
ー
ト
別

の
差
別
出
生

力
」

渡
辺
秀

樹

・
志

田
基
与
師
編

『結
婚

・
階
層

・
家
族
』

(
一
九
九

五
年

S
S
M
調
査
シ
リ
ー
ズ

ー5
)

一
九
九

五
年

S
S
M
調
査
研
究
会

、
一
凹
ふ
。。
・

井
上
輝
子

・
江
原
由
美

子

一
〇
縮

『女
性

の
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
第
2
版
』
有
斐
閣
.

岩
間
暁
子

一り
逡

「現
代
女

性
の
結

婚
に
よ

る
地
位
達
成
」

白
倉
幸
男
編

『
現
代

の
社

222

会
階
層
と
社
会
意
識
』
計
量
社
会
学
研
究
会

心
ω
-O
心
・

鹿

野
政
直

・
堀
場
清
子

一
㊤
。。
㎝

『祖
母

・
母

・
娘

の
時
代
』
、
岩
波
書
店
・

加
野
芳
正

一り
。。。。
『
ア
カ
デ
ミ

ッ
ク
ウ
ー

マ
ン
ー
女
性
学
者

の
社
会
学
ー
』
東
信
堂
●

経
済
企
画
庁

一
り
り
刈
『平
成

7
年

国
民
生
活
白
書
』
大
蔵
省
印
刷
局

●

困
Φ
糞

しd
霞

冨

蕁

〉
」

り
Q。
㎝
貯

陶
丶
惇
O
ミ

⑦
Q
洋

亀

ミ
σ
臼
魯

〇
三
〇
勺
紹

9

0
一〇
翳

牢

Φ
ω
ω

(清
水
久
美
訳

一
〇
Φ
N

『才
女
考

一
く
優
秀
と

い
う
落

と
し
穴
V』
勁
草
書
房
)

国
立
社
会

保
障

・
人

口
問
題
研
究
所

一
㊤
り
◎。

『第

11

回
出

生
動
向

基
本
調
査

結
婚

と

出

産
に
関
す
る
全
国
調
査

夫
婦
調
査

の
概

要
』
国
立
社
会

保
障

・
人
口
問
題
研

究
所

(人

口
動
向
研
究
部
V
.

厚
生
省

毎
年

『人
口
動
態
統
計
』
厚
生
統
計
協

会
・

森
岡
清
美

一り
。。
刈

「
ラ
イ

フ
コ
ー

ス
接
近

の
意
義
」
森

岡
清
美

・
青
井
和

夫
編

『現
代

日
本
人

の
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
』

日
本
学
術
振
興
会

一
山
轟
●

村
上
あ
か
ね

一
〇
Φ
り

「女

性

の
就

業
と
家
族
形
成

に

つ
い
て
の
計
量
社
会

学
的
研
究
ー

専

門
職
女
性

の
ラ
イ
フ

コ
ー
ス
を
中
心
に
-
止

大
阪
大
学
修
士
論
文

.

永
岡
書
店
編
集

部

一
Φ
Φ
Φ

『女

性
に
人
気
の
資

格
試

験
オ
ー

ル
ガ
イ
ド
〈
b。
O
O
一〉
年
版
』

永

岡
書
店
編
集
部
・

中
井
美
樹

一〇
㊤
。。

「女
性

の
職
業

階
層
と

ラ
イ

フ
ス
タ
イ

ル
」
白
倉
幸

男
編

『社
会
階

層
と

ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
』

(
一
九
九
五
年
S
S
M
調
査

シ
リ
ー
ズ

ー7
)

一
九
九
五
年

S
S
M
調
査
研
究
会

。。
ω
山
O
O
・

、

落
合
恵
美
子

一8

刈
竃
一
世
紀
家
族

へ
[新
版
冒
、
有
斐
閣
.

成
美
堂
出
版

一Φ
り
㊤
『
女
性

の
仕
事
全
ガ
イ
ド

b。
O
O
O
年
版
』
成
美
堂
出
版

・

総
務
庁
統
計
局

一
㊤
Φ
①

『平
成

7
年
度
国
勢
調
査
』
日
本
統
計

協
会

.

田
中
重
人

一㊤
り
。。

「高

学
歴
化
と
性
別
分
業
-
女

性
の

フ
ル
タ
イ

ム
継
続
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 Women's Labor Force Participation and Their Life Courses 

                       Akane MURAKAMI 

   In contemporary Japan, more women seem to think work to be an important factor in their life, 
and to have opportunity to attain (high) socioeconomic status by herself. For example, mean age at first 

marriage has delayed, and a number of women who is professional or manager has increased. 
   But, previous studies of status attainment suppose men's work style. Men continue to work during 

their life from getting a first job to retirement. In contrast, in women's life, marriage/childbirth has 

impact on women, and they tend to interrupt their work after marriage/childbirth. Therefore, basing 
on only status attainment theory cannot understand women's work life and status attainment well. 
The Life course perspective is needed to explore women's occupational careers. 

   This paper examines professional women and their life courses. By analyzing quantitative data and 

qualitative one, we finds their characteristics and some factors that make their life courses 
differentiated. 

   Within the limitation of this sample, main findings are there. (1) About 30% of professional women 

are unmarried. And they have inclination to postpone their marriage and childbirth. The duration of 

childbirth causes to have fewer children. (2) Many of them continue to work after marriage/childbirth. 

(3) If their employment status is employee, they tend to continue the work without getting 
married/children. Husbands' high socioeconomic status (SES) has relation to woman's interruption of 

the job. Parents' SES has weak effect on daughters' job interruption. (4) If they have role model (ex. 
mother with paid work or others), they tend to continue their work after marriage/ childbirth. 

   Further study should be done in relation to structure of labor market, the effect of job condition, 
how different life courses cause different socioeconomic status, how role model are selected, and so on. 
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